
別紙１

令和２

目標値
（R3.10時点）

令和元年度　構成事業

①
動画制作コンテ
スト【令和元年
度分】開催事業

ソフト

②
ハード
ソフト
間接補

③
ハード
ソフト
間接補

④
ハード
ソフト
間接補

⑤
ハード
ソフト
間接補

⑥
ハード
ソフト
間接補

成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

シティプロモーション動画制作コンテスト事業提案事業名

元成果指標設定年度

市町村名 鴻巣市

事業期間

現状値
（H31.1現在）

（成果の目標値）

稼働率(目標)（％）

市民の市の推奨度
（成果検証の具体的な方法）

　市民の市への愛着度及び市の認知度の課題のある当市において、令和元年が市制施行６５周
年、令和２年が合併１５周年という記念すべき節目の２か年において、市の魅力を伝える３０
秒動画の作品提案を求めた「動画制作コンテスト」を開催する。募集時には制作補助の出前講
座等を行い、機運を高める工夫を施すことで、「市民への愛着醸成」と「市の認知度向上」を
図る。

年度年度 ～令和元

【成果指標と構成事業の関連性】

事業の必要性、目的

年間利用者数(目標)（人）

（成果を検証する指標）

市のホームページにより公開

各年4～5月実施「鴻巣市まちづくり市民アンケート」における鴻巣市の良さや魅力等について
話したり勧めたりしたことがある市民の割合

（上記の指標を設定した理由）

市民の推奨意欲の向上が、愛着・誇りの醸成と市民が主体者となった認知度向上を測る成果指
標として適切であると考えられるため

32.6％
（H30市民アンケート）

40.0％
（R3市民アンケート）

（施設建設等の場合）

住民への公表方法
及び特記事項

成 果 指 標

　参加者の増加が発信者の増加となり、結果として反響を得られ易い仕掛けになってい
ることもあり、達成が見込めると想定。成果指標の達成見込み

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

　単なる募集ではなく、出前講座による出張作成支援・代行等を行うことにより、企画
を形にする楽しさを伝える活動により、目標の達成を図る。
　また、市外からも参加しやすい工夫（特典・賞品等）を施し、質・量の確保を図り、
連続性のある展開を図る。

構成事業名

3,500合計

概要・成果指標との関連性

2か年によるコンテスト開催事業の1年目としての「募集・告知・盛り上げ
フェイズ」と位置づけた①ＨＰ特設ページの開設②運営募集告知の実施③
制作出前講座の実施を行う。

3,500

事業費（千円）


